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株式会社デコルテ・ホールディングス

2026年9月期決算説明資料 （事業計画及び成長可能性に関する事項）
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１ 202６年9月期 通期業績

２ 202７年9月期 業績予想
 および中期経営計画進捗
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１ 2026年9月期 通期業績

２ 2027年9月期 業績予想
 および中期経営計画進捗

３ カンパニー・ハイライト
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決算ハイライト

財務サマリー

売上収益

66.9億円

業績予想比＋3.3%
前期比+10.7％

営業利益

6.0億円

当期利益

2.8億円

業績予想比＋20.5％
前期比＋97.9％

業績サマリー

 フォトウエディングサービスにおいて通期で撮影件数および撮影単価が前年同期を上回って推移し、

アニバーサリーフォトサービスにおいても増収となり、また、完全子会社化した株式会社エミュ及び

株式会社エミュLab（以下「エミュ」）の2026年5月から9月までの5か月間の売上収益が連結され

た結果、売上収益は６6.9億円と業績予想比+3.3%、前期比＋１０.7％となり、過去最高を達成

 営業利益は、広告宣伝費やM&A関連費用の増加、当期のみの一時的要因として連結化に伴う売上

計上基準の変更と大型店を新規出店したエミュの連結影響が下方圧力となった一方で、効率的な店

舗運営による人件費の増加の抑制、前期発生した店舗閉店・移転に伴う減損損失の剥落もあり、

6.0億円と業績予想比+33.6%、前期比+105.6%の大幅増益となった

業績予想比＋33.6%
前期比+105.6％
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（単位：百万円）

26/9期
実績

25/9期
実績

前期比
26/9期

通期業績予想
業績予想比

売上収益 6,694 6,046 +10.7% 6,481 +3.3%

売上総利益 2,501 2,077 +20.4% 2,247 +11.3%

売上総利益率 37.4% 34.4% +3.0pt 34.7% +2.7pt

営業利益 606 294 +105.6% 453 +33.6%

営業利益率 9.1% 4.9% +4.2pt 7.0% +2.1pt

当期利益 288 145 +97.9% 239 +20.5%

当期利益率 4.3% 2.4% +1.9pt 3.7% +0.6pt

202６年9月期 連結包括利益計算書（IFRS)

 売上収益はフォトウエディング、アニバーサリーフォトともに増収、エミュの業績も加わり、
業績予想を上回り過去最高の売上収益を達成

 店舗数が増え広告宣伝費が増加しながらも、効率的な運営により人件費の増加を抑制。エ
ミュの連結による影響が当期のみの特殊要因により下方圧力となる一方で、単価の向上に
よる収益性の向上や、昨年発生した閉店に伴う減損損失が剥落した結果大幅増益となり、
営業利益、当期利益のいずれも業績予想を大幅に超過
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▲28

【単位:百万円】

営業利益の変動要素分析

▲67 ▲93

注：「広告宣伝費」にはIBJをはじめとする、他社からの送客に対して支払う手数料を含んで集計しております。

 新店を含め、売上収益が伸長。店舗数増加に伴い広告宣伝費も増加しているが、効率
的な店舗運営により人件費の増加を抑制

 「その他増減」の費用減少は、主に前期発生した閉店に伴う減損損失の剥落、デコルテ
の新規出店費用が出店時期のスライド等により少額となったことによるもの

 エミュの連結は下方圧力となったものの、当期のみの特殊要因による一時的なもの
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26年9月末 25年9月末 増減 26年9月末 25年9月末 増減

現金及び現金同等物 935 329 605 短期借入金 816 503 313

営業債権及びその他の債権 347 286 61 リース負債 659 613 46

その他 289 193 95 その他 1,601 1,064 537

流動資産合計 1,572 809 763 流動負債合計 3,078 2,181 896

有形固定資産 1,436 1,207 228 借入金 1,688 1,668 20

使用権資産 3,603 3,943 -339 リース負債 2,729 3,098 -368

のれん 5,900 5,635 264 その他 473 392 81

その他 732 726 6 非流動負債合計 4,892 5,159 -267

非流動資産合計 11,672 11,513 159 資本合計 5,274 4,982 292

資産合計 13,245 12,322 922 負債及び資本合計 13,245 12,322 922

＜賃貸借契約等に伴い計上する使用権資産・リース負債について＞
IFRS第16号「リース」の適用により、当社が賃借する物件（主に店舗用）の賃借契約を締結すると、将来にわたって支払う予定の賃料総額の割引後キャッシュ・フローの合計額をリース負債として計上し、あわせて当

社の「使用権」として使用権資産に計上している。
＜総資産に占めるのれんの割合が高いことについて＞
当社グループはIFRSに基づき連結財政状態計算書を作成しているため現行基準下では当該のれんの償却は不要となりますが、非流動資産にのれんとして5,900百万円を計上しており、総資産に占める割合が44.5％（2026年９月末時点）。

2026年9月期連結会計年度末時点における回収可能価額は、のれんが含まれる資金生成単位又はそのグループの資産の帳簿価額を大幅に上回っていることから、減損テストに用いた主要な仮定が合理的な範囲内で変更されたとしても、当該
資金生成単位又はそのグループの回収可能額が帳簿価額を下回る可能性は低いと考えています。今後５年間の成長率がゼロであった場合でも回収可能価額がのれんが含まれる資金生成単位又はそのグループの資産の帳簿価額を十分に上回る
ため、減損の可能性は低いと考えています。

連結財政状態計算書

【単位:百万円】

 エミュの株式取得のための資金調達等により借入金が長短合わせ3.3億円増加、株式取
得に伴いのれんが2.6億円増加

 エミュ連結の影響もあり、現金及び現金同等物は６.0億円、有形固定資産は2.2億円増加

 店舗物件賃借料の支払等により使用権資産とリース負債が減少
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営業CFは売上収益、債権債務の増減およびなどにより18.1億円となり、

投資CF、財務CFを吸収し、当期末現預金残高は6.0億円増加

連結キャッシュフロー

▲381

▲８２２
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 売上収益はエミュ連結、前期出店店舗の通年寄与、新店出店により76.3億（前期比+１４.1%)

 営業利益率9.0%を維持しながら、質の高い人材の確保・育成のための人事・給与制度の改定、
既存店の大型改装や新作衣装の積極投入など、将来の成長に向けた戦略的な投資を実行

 フォトウエディング2店舗、アニバーサリーフォト１店舗、計3店舗の新店出店を予定

 組織再編によりフォトウエディングは株式会社デコルテ、アニバーサリーフォトは株式会社エ
ミュに切り分け、エミュは当期（2027年9月期）より利益貢献

（単位：円）

27/9期 26/9期
前期比

業績予想 実績

売上収益 7,639 6,694 14.1%

売上総利益 2,782 2,501 11.2%

営業利益 690 606 13.9%

営業利益率 9.0% 9.1% ▲0.1pt

当期利益 373 288 29.6%

当期利益率 4.9% 4.3% 0.6pt

出店店舗数 3店舗 4店舗

202７年9月期業績予想（計画値）
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（単位：百万円）
24/9期
(実績)

25/9期
(実績)

2６/9期
(実績)

27/9期
(計画)

28/9期
(計画)

売上収益 5,589 6,046 6,694 7,639 9,000

営業利益 219 294 606 6９０ 900

営業利益率 3.9% 4.9% ９.1% 9.0% 10.0%

当期利益 106 145 288 373

フォトウエディング店舗数 24 24 25 27

アニバーサリーフォト店舗数 10 8 14 15

中期経営計画概要

事業基盤を強化し事業全体を再成長軌道に乗せ、

28年9月期に売上収益90億円、営業利益率10%を目指す
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アニバーサリーフォト戦略進捗①：従来の子ども撮影の強化

スタジオエミュが加わり、従来のハピスタ、アシェリーを加えた3ブランド展開となり、
2026年9月期は各ブランドで1店舗を出店し、事業拡大を加速

・堀江公園店
・枚方T-SITE店
・阪急西宮ガーデンズ店
・浅草店
・COMMONS立川立飛店
・ららテラスTOKYO-BAY店

・阪急西宮ガーデンズ店
・Ashery TOKYO

・加古川店
・明石大久保店
・西神戸店
・須磨パティオ店
・六甲サザンモール店
・西宮店
・姫路店
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・エミュが加わり、子ども撮影を強化
・2027年9月期は成人式撮影に着手し
撮影シーンの拡大を図る

・引き続きM&Aによる拡大も模索

・未出店エリアに進出し、リーディング
カンパニーとしてシェア拡大を継続

・ウエディング撮影後の顧客に対して
その後のライフイベントでの撮影に誘導

・現状はファミリーフォトとしてサービス提供
・今後、新たな撮影サービスの提供を検討

20歳以下 20～40代 50歳以上

七五三

バースデー

お宮参り 成人式 ウエディング

マタニティ

結婚記念日

ファミリー

還暦

新しい価値提供

展開済 着手 未着手

ハーフ
成人式

アニバーサリーフォト戦略進捗②：ライフステージにおける撮影シーン拡大
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１ 2025年9月期 通期業績

２ 2026年9月期 業績予想
 および中期経営計画進捗

３ カンパニー・ハイライト
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会社概要 沿革

会社名 株式会社デコルテ・ホールディングス

本社所在地 兵庫県神戸市中央区加納町4丁目4番17号
ニッセイ三宮ビル12階

創業 2001年11月6日（旧株式会社デコルテ設立）

設立 2016年12月13日（旧株式会社CCH6a設立）

代表者 新井 賢二（代表取締役社長）

資本金 155,384,000円（2026年9月末日現在）

従業員数 483名（連結、2026年9月末現在正社員数）
うちフォトグラファー165名
うちメイクアップアーティスト202名

株主(自己株式を除く
発行済株式総数に対
する所有割合)
2026年9月３0日現在

株式会社IBJ
小林 健一郎
平松 裕将
秋山 俊之
前田 朋己

（50.4%）
（2.2%）
（1.9%）
（1.7%）
（1.7％）

2001年 旧株式会社デコルテ設立 エステティック事業を開始

2002年 リラクゼーション事業を開始

2004年 挙式事業（チャペルウエディング）を開始

エステティック事業を譲渡

2008年 フォトウエディングサービスを開始

2010年 フォトウエディングサービス初の単独店舗を出店

2011年 衣裳レンタル・サービスを開始

2014年 和婚スタイル・サービスを開始

2015年 アニバーサリーフォトサービスを開始

2017年 旧株式会社CCH6aが旧株式会社デコルテを吸収合併、同時に
株式会社デコルテに社名変更

2018年 会社分割により当社を持ち株会社とする持ち株会社体制に移行

リラクゼーション事業を譲渡

2020年 株式会社デコルテ・ホールディングスに社名変更、
同時に事業子会社株式会社Decollte Photographyを
株式会社デコルテに社名変更

挙式事業（チャペルウエディング・和婚スタイル・衣裳レンタル）を
事業譲渡

2021年 東京証券取引所マザーズ新規上場

2022年 東京証券取引所の市場区分の見直しにより、東京証券取引所マザーズ
市場からグロース市場に移行

2025年 株式会社IBJによる公開買付を経て、同社の連結子会社化

2026年 株式会社エミュ及び株式会社エミュLabを完全子会社化

株式会社エミュが株式会社エミュLabを吸収合併

会社概要
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ビジネスモデル 特長/強み（内製化②撮影用衣装・専用スタジオ）

年間2.4 万組超の撮影規模を活かし、 衣装や専用スタジオを内製化することにより
コスト競争力創出/収益拡大が可能

衣装内製化の強み

専用スタジオ・屋内庭園の強み

・年間2.4万組の
規模メリット

・自社制作による
マージン排除

コスト競争力

・トレンド最新作を
素早く店舗に
導入可能

流行の反映

＋ ・新作、流行デザイン
による付加価値の

提供
・衣装レンタルとい
う収益源の確保

収益性向上

・ヘアメイク直後
撮影可能

・ロケ地移動なし

稼働件数増

・悪天候等の気候
に左右されず
撮影可能

リスク低減

＋
・効率のよいオペ
レーションが可能
・多数実績による

コスト低減

生産性向上
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本資料の取り扱いについて

 本資料には、将来の見通しに関する記述が含まれています。
これらの記述は、当該記述を作成した時点における情報に基づいて作成されたものにすぎません。
さらに、こうした記述は、将来の結果を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。
実際の結果は環境の変化などにより、将来の見通しと大きく異なる可能性があることにご留意ください。

 これらの将来展望に関する表明の中には、様々なリスクや不確実性が内在します。
既に知られたもしくはいまだ知られていないリスク、不確実性その他の要因が、将来の展望に関する表明に
含まれる内容と異なる結果を引き起こす可能性がございます。

 また、本資料に含まれる当社以外に関する情報は、公開情報等から引用したものであり、
かかる情報の正確性、適切性などについて当社はこれを保証するものではありません。

 本資料の一切の権利は当社に属しており、方法・目的を問わず、無断で複製・転載を行わないようお願い致し
ます。

 当資料のアップデートは今後、本決算の発表時期を目途として開示を行う予定です。
なお、次回は2027年11月を予定しています。

本説明資料およびその他IRに関するお問い合わせ先

株式会社デコルテ・ホールディングス IR担当

 URL : https://ir.decollte.co.jp/

 E-mail ：ir@decollte.co.jp


